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たくさんの人と触れ合うことは、心 1
2
月
９
日
は
障
害
者
の
日

障
害
を
持
つ
人
と

を豊かにするだけでなく、その人の世

界を大きくしていきます。障害を持つ

人も自由に外に出て、多くの人と楽し

く過ごせるように、みんなでできるこ

とはないでしょうか。今回は、だれも

が安心して暮らしてゆくために、何が

できるかを二人のお話を通して考えて

みましょう。

ト
ひ
ま
わ
り
の
例
会
で
（
写
真
中
央
が
土
屋
さ
ん
）

共
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

人
と
触
れ
合
う
こ
と
で

～
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」
の

　
メ
ン
バ
ー
土
屋
茂
美
さ
ん
～

　
土
屋
茂
美
さ
ん
（
小
倉
町
南

浦
）
は
、
六
年
前
に
突
然
歩
け

な
く
な
っ
て
車
い
す
の
生
活
に

な
り
、
暗
い
気
持
ち
で
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
と
夫
の
元
春

さ
ん
が
、
福
祉
会
館
で
行
わ
れ

て
い
る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
応
募

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
な
っ
て
い
る
も

の
で
、
障
害
を
持
つ
人
が
た
く

さ
ん
の
人
と
交
流
し

て
生
き
が
い
を
見
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
、

様
々
な
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
土
屋
さ
ん
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
と
共
に
生
活
訓
練

を
含
め
た
交
流
を
し

て
き
ま
し
た
。
六
年

四
月
か
ら
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

自
分
た
ち
が
運
営
し

て
い
く
「
ひ
誤
写
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
　
「
初
め
は
ど
ん
な

ふ
う
に
み
ん
な
と
つ
き
あ
っ
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
社
協
の
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
励
ま
し
の

中
で
、
自
然
と
自
分
の
こ
と
、

障
害
の
こ
と
な
ど
話
せ
な
か
っ

た
こ
と
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
ん
で
す
。
月
一
回
の

こ
の
交
流
は
、
宇
治
の
ま
ち
や

旅
行
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

話
が
聞
け
て
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
話

し
ま
す
。
”

「
人
は
、
支
え
合
い
な
が
ら

生
き
て
い
る
ん
だ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
今
で
は
障
害
を
持

つ
た
か
ら
い
ろ
ん
な
経
験
が
で

き
る
ん
だ
と
も
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
の
体
験
か

ら
、
障
害
を
持
っ
て
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、
悩
み
を
聴
い

て
あ
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が

あ
る
か
ら
市
役
所
で
相
談
し
た

ら
と
教
え
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
は
福
祉
会
館
で
し
か
障
害
者

の
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
の

で
す
が
、
家
の
近
く
で
も
こ
ん

な
場
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
思

い
ま
す
」
。

◆
市
政
だ
よ
り
1
2
月
‥
‐
日
号
は
、

　
小
林
忠
さ
ん
（
五
ケ
庄
折
坂
）

は
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
に
宇

治
共
同
作
業
所
の
開
所
以
来
十

七
年
間
こ
こ
で
回
い
て
い
ま
す
。

脳
性
マ
ヒ
に
よ
る
両
上
下
肢
機

能
障
害
を
持
つ
小
林
さ
ん
は
中

学
の
時
に
母
親
を
亡
く
し
、
ず

っ
と
一
緒
だ
っ
た
父
親
と
も
七

年
前
に
死
別
。
そ
れ
以
来
一
人

暮
ら
し
の
生
活
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
小
林
さ
ん
は
、
毎
日
自
転
車

で
作
業
所
に
来
て
、
終
わ
っ
た

ら
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物

を
し
て
帰
り
ま
す
。
食
事
は
カ

レ
ー
を
作
っ
た
り
、
魚
を
焼
い

た
り
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

四
年
前
か
ら
毎
週
土
曜
日
二
時

ヽ合わせ　福祉総務課（内線2305）問し

　　　　'95障害者の日のつどい

障害のある人･高齢の人

みんなが地域や街でふつうに

　　　　生活していけるために

12月30(0)午前10時半～

文化センター小ホール参加無料
共催：宇治市、障害者の日記念事業実行委員会

2
1
世
紀
に
備
え
た

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

▲･宇治共同作業所で作業する小林さん

つ
て
い
ま
す
。
休
み
の
日
に
は
、
　
連
絡
が
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま

大
好
き
な
電
車
に
乗
っ
て
遠
く
　
す
。
「
町
内
の
人
は
み
ん
な
よ

に
住
む
お
姉
さ
ん
の
所
に
行
っ
　
く
知
っ
て
い
る
し
、
近
く
に
友

た
り
、
時
に
は
始
発
か
ら
最
終
　
達
も
い
ま
す
。
こ
れ
か
巨
子
っ

ま
で
一
日
中
電
車
に
乗
っ
た
り
　
と
作
業
所
に
通
っ
て
仕
事
を
続

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
け
た
い
。
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
」

　
小
林
さ
ん
は
現
在
、
四
十
六
　
と
小
林
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

歳
。
障
害
が
少
し
ず
つ
進
み
、
　
　
障
害
に
よ
る
ハ
ン
デ
ィ
が
あ

以
前
よ
り
足
が
悪
く
な
っ
て
歩
　
り
ま
す
が
、
周
り
の
人
の
協
力

く
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
た
　
も
得
て
懸
命
に
生
き
る
小
林
さ

め
、
週
に
一
度
デ
イ
ー
サ
ー
ビ
　
ん
。
で
も
将
来
へ
の
不
安
も
あ

ス
の
機
能
訓
練
に
通
っ
て
い
ま
　
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
障
害
を

す
。
ま
た
、
だ
れ
も
い
な
い
時
　
持
つ
人
た
ち
と
共
同
で
生
活
し

に
何
か
あ
っ
た
場
合
を
考
え
て
　
な
が
ら
、
作
業
所
な
ど
に
通
え

問
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
来
て
も
　
緊
急
通
報
装
置
を
市
か
ら
借
り
　
る
よ
う
な
生
活
の
場
が
欲
し
い

ら
い
家
事
の
援
助
を
し
て
も
ら
　
て
設
置
も
し
、
近
所
の
人
に
も
　
と
願
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
障
害
者
や
高
齢
者
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
会
長
・
井
岡
勉
さ
ん

　
。
住
み
慣
れ
た
ま
ち
や
地
域

で
住
み
続
け
た
い
と
い
う
の

が
、
’
障
害
者
の
願
い
で
す
。

そ
れ
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、

二
つ
の
壁
を
取
り
除
く
必
要
’
・

が
あ
ぴ
ま
す
。
一
つ
は
、
’
住
・

‘
宅
や
公
共
的
な
施
設
を
は
じ

め
道
路
や
交
通
機
関
な
ど
を
、

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
も

の
に
す
る
と
い
う
物
理
的
な

壁
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
意

識
の
壁
、
心
の
壁
を
な
く
す

こ
と
で
す
。
障
害
者
へ
の
偏
。

見
や
差
別
を
排
除
し
て
、
目
・

を
配
る
、
声
奎
掛
け
る
な
ど
、

　
一
歩
踏
み
込
ん
で
普
段
着
の

ま
ま
で
接
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

特
に
地
域
の
役
割
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　
宇
治
市
の
障
害
者
団
体
に

は
素
晴
ら
し
い
り
Ｉ
ダ
ー
が

お
ら
れ
て
様
々
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
地
域
で
は

学
区
福
祉
委
員
会
の
活
動
も

盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
課
題
は
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
泰
王
台
に
し
て
、

地
域
に
障
害
を
持
つ
人
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

お
互
い
に
学
習
会
や
懇
談
会

な
ど
を
開
い
た
り
、
。
障
害
者

が
住
み
や
す
い
か
ど
ぅ
が
と

い
っ
た
点
検
活
動
を
し
た
り

し
て
、
地
域
住
民
が
障
害
者

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
相

談
し
、
学
び
な
が
ら
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
行
政
に
は
そ
う
し

た
取
り
組
み
な
ど
を
総
合
的

体
系
的
に
実
践
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
障
害
者
基
本
計
画

を
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。
障
害
者
が
安
心
し

て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
障

害
者
、
地
域
、
行
政
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

1
2
月
1
0
日
間
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
　
◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

559

ずっとここで暮らしたい

～宇治共同製作所に働く小林

忠さん～

　………il.i・･｡'li.'･　　・午前10時半～

　一石ぶ　　　　開会､･障害者やボランティアの
　j
燕

'i　みなさんによるｽﾃｰｼﾞ発表

、………jly.:ご゛ji’‘　　。、●午後１時～

９

映画しがらきから吹ｑくる

　　、風｣の音楽担当　小室等さんの

　小室　等さん　　うたとおはなし
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一
　
　
　
民
生
委
員
（
児
童
委
員
を
兼
任
）
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て

一
　
　
（
任
期
は
三
年
）
、
十
二
月
一
日
に
委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

す
。
地
域
の
福
祉
活
動
の
担
い
手
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て
、
お
知
ら

● - ● - - - - ■ ･ - ● ･ - - ･ ･ ･ ･ ･ ● ● ■

｜

｜ 　 問 　 せ

｜ 　 い　し

｜　合　ま

｜　わ　す

ｉ　せ　゜

福
祉
総
務
課
（
内
線
２
３

０
３
×
　
2
3
0
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

任
期
が
三
年
の
特
別
公
務
員

民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
一
覧
（
敬
称
略
）

　
民
生
委
員
は
宇
治
市
民
生
委
員
推
薦
会
の
推
薦
、
京
都
府
の
審
査
会
の
審
査

を
経
て
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。
こ
の
と
き
児
童
委
員
も
合
わ
せ
て
委
嘱
さ

れ
、
一
般
に
「
民
生
児
童
委
員
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
選
任
で
、
地
域
ご
と
に
活
動
す
る
民
生
児
童
委
員
が
二
百
六
十
人
、

地
域
を
持
た
ず
に
児
童
問
題
を
専
門
的
に
扱
う
主
任
児
童
委
員
二
十
一
人
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
今
回
か
ら
民
生
児
童
委
員
の
組
織
で
あ
る
民
生
児
童
委
員
協

議
会
を
十
二
地
区
か
ら
十
五
地
区
へ
と
増
や
し
、
よ
り
き
め
細
か
な
地
域
福
祉

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
三
年
で
、
今
回
選
ば
れ
た

委
員
の
任
期
は
平
成
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
民
生
児
童
委
員
は
職
業
で
は
な
く
、
生
活
費
と
し
て
の
給
料
な
ど
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
間
人
の
立
場
で
公
の
職
に
携
わ
る
た
め
、
「
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
」
と
な
り
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
活
動
は
？

-

野劈頭珊
浅田冨希子 木幡金草原23の５ 33-2137

大島千鶴子 木幡御蔵山39の220 32－7576

大西　　允 木幡須留５の112 33－3584

奥田　　正 木幡南山80の199 32－2267

尾崎十史子 木幡平尾４の198 32-3631

勝見　一栄 木幡南山67の28 32-3695

金渾　善助 木幡平尾4の128 32－3486

北村　敬三 西笠取相月川東26 (075)579-2541

久保田ナォ 木幡御蔵山39の286 31－5639

渋谷　忠一 炭山久田52 32－2087

末田　光子 木幡南山52の４ 32－4052

野々山美和子木幡御蔵山39の790 32－0048

堀内隆太郎 木幡平尾29の33 32-1748

宮原美代子 木幡南山80の32 32－3704

目方　　滋 木幡平尾28の546 32－7075

告川美佐子 平尾台一丁目19の１33－3279

主任児童委員

西永　邦枝 木幡南山80の324 32－9712

　
委
員
の
活
動
は
、
生
活
困
窮
世
帯
を
は
じ
め
、
子
供
や
お
年
寄
り
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
人
、
母
子
（
父
子
）
家
庭
な
ど
の
指
導
や
相
談
を
行
っ
た
り
、
扶

養
事
実
な
ど
の
諸
証
明
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
行
う
諸
行
事
や
共
同
募
金
・
歳

末
助
け
合
い
運
動
へ
の
協
力
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
じ
、
委
員
は
市
民
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
の
『
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
』

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
の
重
要
性
か
ら
「
縁
の
下

の
力
持
ち
」
と
い
わ
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大槻カズ子五ヶ庄芝ノ東23 32－5838

奥西　隆三 五ヶ庄三番割10の６ 32－0235

近藤　　豊 五ヶ庄平野56 33－1137

仙石　サョ 五ヶ庄三番割34の７31－8085

立石　　彷 五ヶ庄広岡谷２の25632－4712

中村　郁子 木幡南山13の40 33－2593

林　　静子 五ヶ庄三番割４ 32－0547

藤田　　孝 五ヶ庄二番割42 32－1635

藤田　保子 五ヶ庄梅林11 32－4173

本荘　成俊 羽戸山二丁目１の2131－5891

前川　敏子 五ヶ庄新開12の33 32－4836

矢野　義雄 五ヶ庄三番割３ 31－8707

告田　　勇 羽戸山三丁目１の25233－4300

渡漫　忠雄 五ヶ庄芝ノ東47 31－8372

主任児童委員

坪田　章利 五ヶ庄大林27 31－9258

皿Ⅲ

居関美代子

朧羅羅羅

木幡中村14の１

mm撚麟

32－5702

伊藤　晶子 木幡中村15の75 32－0294

岩橋　龍男 木幡赤塚17の３ 32－6421

臼井　浄子 木幡南山３の47 32－1719

大石　省三 木幡花揃21 32－4474

奥西　清 六地蔵町並10　・ 32－0841

小幡　　輝 六地蔵札ノ辻８ 31－5585

北村　愛子 木幡南山畑29の26 31－5759

小島ハマ子 木幡東中26の98 32－9393

阪本　佳子 木幡桧尾18の３ 32－2604

武　あつ子 木幡北山畑２の14 32－7577

土川　邦恵 木幡大瀬戸34の10 32－6593

中川　　晃 木幡陣ノ内38の８ 32－3350

永田　瑛子 木幡御園3の13 31－8508

西村　健司 六地蔵柿ノ木町28 32－4558

平岡　郁子 木幡正中51の14 32－0208

横居　嘉昭 木幡中村54の８ 32-2965

主任児童委員

板山ひと美 木幡陣ノ内46 33－1359

　
　　　　一一゛=りりi-iS^

荻　　　修 木幡熊小路19の68 31－5462

片山　昭子 五ヶ庄寺界道33 32－9305

片山きくゑ 五ヶ庄古川17 32－2994

金光英美子 木幡西中33ユニ宇治川マンション3－706 33－2098

滝田　　浩 木幡西中47の5 31－5387

竹森　喜徳 五ヶ庄北ノ庄33の5232－4323

谷口　祐一
木幡内畑34の6ュニ宇治

マンション3－703
33－1401

殿村　麗子 木幡熊小路4の9 33－2736

中野　誠司 五ヶ庄大林25の50 32－7586

前田　正義 五ヶ庄大林39 31－8816

松井　博子 木幡熊小路15の65 31－5719

山本　良子 五ヶ庄雲雀島1の11 32－3834

和田　龍郎 木幡内畑34の10ュニ宇治マンション5－404 32－5599

主任児童委員

賀家由喜代 五ヶ庄雲雀島5の37 33－4361

告原　清子 五ケ庄西川原21の64 32-9258

9郎 明星町三丁目2の6 21－2239

尋之 五ヶ庄官有地京大職員宿舎564 32－5961

支子 菟道谷下り45府営三室戸団地2-205 21－4382

庭子 菟道薮里41コスモウイン
グ宇治420 24－6192

%子 黄道東中1の2 22－8691

軍夫 黄道車田36の11 22－7953

延子 菟道池山25の1 21－4612

山子 菟道荒棋soの8 23－4071

4]子 五ヶ庄日皆田25の1533－3012

茂 五ヶ庄折坂21の120 32－4281

絢 五ヶ庄戸ノ内50の15 32－1590

並子 菟道池山15の1 22－7548

登 菟道荒棋1の65 22－2017

少子 五ヶ庄福角53の2 32－4095

,童委員

一久 五ヶ庄福角36の8 32－7533

七子 黄道丸山36の9 22－7849

　
青木八千代 蒐道東隼上り５の9632－7359

上村　美子 木幡南端31の11 31－8822

梅潭　博子 五ヶ庄折坂18の11 31－8653

国

恵栄警雫靉
a造 宇治善法76の2 21－3900

恵 宇治妙楽7 23－5519

む 宇治乙方60 22－0176

!三 白川川上り谷37 21－2306

綾 宇治塔川122の32 21－2070

康 宇治東内37 23－3932

夫子 宇治妙楽77の1 22－1369

良夫 宇治蓮華64の3 21－4397

已子 宇治里尻22の9 22－4138

口枝 宇治小桜61 21－2862

ナ工 宇治宇文字21の7 24－0976

童委員

呑伸 宇治塔川3の4 22－3001

劈頭轡
胎3羅朧

21－4548

今井　　秋 五ヶ庄福角50の46 32－0793

植村　房夫 五ヶ庄岡本45 31－8817

梅原　仁美 志津川南組7 23－2178

大西　幸江 菟道森本10の24 22－3491

加納　晃子 明星町二丁目12の5723－3171

上村　郁子 明星町二丁目11の4823-1476

高堂美奈子 菟道丸山1の57 21－3667

柴田　道子 菟道平町51の2 32－0105

竹村　康子 菟道中筋17の5 21－2960

謳

k子

皿皿羅

宇治池森8の15

‘.::4国麟

20－8427

IF枝 折居台四丁目1の51 20－0701

賢子 宇治琵琶60の12 21-2423

l且 宇治野神45の51 22－9196

c子 宇治壱番28 21－4261

R子 宇治矢落28 21－2906

E子 宇治蔭山56 21－3016

咆子 琵琶台二丁目3の3 23－9067

!子 琵琶台三丁目5の19 23－8326

竜子 宇治米阪21の8 22－8928

h-子 宇治野神1の21 22－8188
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民生児童委員さんに聞きました

　　永田瑛子さん（木幡御園）

　私たちの仕事は地味なもので「こんな

ことをしました」と人には言えません。

しかし、いざという時のために私たちが

地域にい｡るというのはぜひとも市民に知

つておいて欲しいものです。

　また、あくまで行政とのつなぎ役ですから、私たち自身が直

接何かをするということはできません。しかし、相談内容に応

じた簡単なアドバイスをしたり、どこに話をすればいいのか紹

介したりの役目はできます。私たちはそのために研修もしてい

ます。秘密は必ず守りますので、信頼して相談してください。

　近ごろは福祉も多様化し、今回も地区の民生児童委員協議会

が３つ増え15になったり、小学校区を基盤とした学区福祉委員

会が各地域で結成されたり、地域福祉の充実に向けた動きが進

んでいます。そういった中、今回再任され、今後も地域の福祉

向上に努めていきたいと思っています。

靉願

上野　邦雄

･zjr6♂賜畷

22-7967

河瀬　絞雄 伊勢田町砂田71の12 23-4094

幸賀　幸男 小倉町南堀池68の28 23－3117

重森　初美 伊勢田町北山５の８ 21－2834

高木　圭子 小倉町南堀池34の３ 22－5503

谷口　節子 小倉町山際33の77 22－1006

太良　朗子 小倉町南浦110の49 23－1226

寺深耕一郎 小倉町南堀池50の35 22－8337

寺村　佳代 伊勢田町遊田12の16922－8717

内藤　恵子 伊勢田町遊田63の5020－1596

西村　辰夫 伊勢田町南遊田Kの1324－1147

野村喜代美 小倉町南堀池44の24 22－4404

繁田　善子 小倉町南浦62の37 22－1741

俣野　美津 小倉町山際35 22－6433

山村久美子 伊勢田町砂田6の19523-8125

山本　守－ 伊勢田町砂田６の8322－9739

主任児童委員

門脇　洋子 伊勢田町遊田12の33123－2392

宮田　峯子 小倉町南浦106の６ 22－7315

詣篇

足立　民子

冒

iil-n32CD24 22-野

荒川藤太郎 横島町－ノ坪181 23－6906

江口　悌二 棋島町－ノ坪100 21－4458

江口百合子 棋島町十一96の32 22－0328

大西　明子
棋島町本屋敷51の12グリー

ンタウン根鳥404－201
20－6104

岡崎　宗市 棋島町本屋敷23の１ 23－3995

奥山千津子 棋島町大i|ii44 22－4359

梶本　恵子
横島町本屋敷40の1グリー

ンタウン横島12－204
24－2097

片岡みちこ 棋島町南落合39の44 23－0185

古島　幸夫 棋島町門口28 22－0224

高井　ゆり
棋島町本屋敷40の1グリー

ンタウン棋島7－215
20－1404

田端　悦子
棋島町本屋敷40の1グリー

ンタウン棋島7－315
22－3738

辻　栄次郎 棋島町薗ii2の２ 22－2382

辻　　玲子 横島町大幡８ 22－2371

砺波　隆三 棋島町中川原７の２22－2848

中井　忠子 棋島町薗場m 21－4551

中西　　猛 棋島町千足19の６ 22－9136

中村恵美子
横島町本屋敷＼の12グリー

ンタウン横島401－201 20－1399

西村　敏子 棋島町南落合３の４21－4333

橋本　　隆 棋島町落合56 23－2887

主任児童委員

酒井　陽子 棋島町南落合70の1920-2017

潮見由希子 棋島町十一14の19 24－0831
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研
修

　委員の義務

　委員はその仕事を進めるうえで、次の義務を負っています。

○個人の人格を尊重する

○活動の中で知った事柄をほかに漏らさない

○人種・信条・性別・社会的身分などによって差別的、優先

　的な取り扱いをしない。

○職務の地位を政党・政治目的のために利用してはならない。

二見美智子 伊勢田町大谷33の２43－6854

美濃部　修
伊勢田町名木二丁目1の193 43－9059

森岡　稔子 伊勢田町名木一丁目1の273 44－0437

山口　政直 {尹勢田町中ノ田37の129 Ai－22n

青田　壽男 伊勢田町毛IS51の１ 43－4488

主任児童委員

西村千恵子 伊勢田町名木一丁目1の225 43－4312

　
池本多美子 小倉町久保14 22－3161

岩井　光治 宇治半白120の６ 22－0241

上和田佐千世 宇治半白126の21 22－7810

江口　孝子 小倉町東山38の１ 22－3137

岡市　光子 南陵町二丁目1の15222－6374

北村　満男 伊勢田町大谷61の1722－3506

久保田　博 小倉町老ノ木45の４22－7465

清水　桂子 宇治蔭山68の88 23-3675

清水　哲子 南陵町五丁目4の35 23－2946

中　　貴昭 南陵町二丁目1の13122－0588

中谷　喜久 小倉町神楽田38の10323－7285

西森　明子 小倉町天王９の２ 22－3123

野口　愛子 小倉町寺内89 21－4571

廣野　民子 宇治蔭山59の136 21－4452

森下　利雄 小倉町西山62 22－6822

主任児童委員

松本　輝雄 宇治半白120の16 23－8988

　
伊庭．久男 小倉町西浦36の36 22－2226

内田　　徹 小倉町南浦18の６ 23－1420

内田　弘子 小倉町堀池７の27 22-3836

岡本　一郎 小倉町蓮池130の22 22－9108

金森　春雄 小倉町堀池39の181 23－9600

木子　弘美 小倉町西浦27の12 22－2996

北村　あき 小倉町堀池33の17 22－2894

西條シゲ子 小倉町西浦88の63 22－2442

田中恵美子 小倉町南浦21の１ 22－8053

土居　昭子 小倉町市浦30の１ 22－8764

中岡　惇恵 小倉町蓮池145の17 22－6257

西田　和代 小倉町西浦68の９ 22－2454

橋本　静夫 小倉町西浦42の９ 24－5589

松村　幸子 小倉町蓮池140の12 23－4072

矢田　武子 小倉町南堀池98の16722-1701

山本英三郎 小倉町南堀池80の13322－2334

吉田　三雄 小倉町蓮池122の34 23－6326

主任児童委員

高嶋利一郎 小倉町西浦33の20 20－2945

安岡　壽子 大久保町久保11 43－5466

山田　幸子 広野町寺山58の97 44－6578

山本　智子 広野町宮谷101の6 41－7205

和田　　治 広野町東裏93 41－6358

主任児童委員

竹村フ牛子 広野町東S13 43－1345

ｙ　

赤松　千里 大久保町旦椋50の1府営西大久保団地29－303 44－6863

大久保定枝 大久保町旦椋50の1府営丙大久保団地31－108 44－2857

太田　利博 大久保町平盛31の1府営西大久保団地33－308 43－8738

岡部　二朗 大久保町平盛20の1443－1822

樺木　伸二 大久保町大竹20の1841－7410

北岡　清士 大久保町旦椋^の８ 41－7565

北村　嘉子 大久保町山ノ内47 41－6343

幸野　　晋
大久保町旦椋60の１府

営西大久保団地27－201 44－2797

小林　将男 大久保町平盛31の１府営西大久保団地34－405
43－9528

小南　　進
大久保町旦t?.84の４同

胞俣育園内 44－3632

清水　知子 広野町新成田100の16943－3653

清水員智子 大久保町北ノ山99の1044－5340

松谷　紀子 大久保町田原26の43 43－2618

高木　芳久 大久保町山ノ内77 41－6917

竹内　英子
大久保町旦椋76の１府

営西大久保団ill!8－204
44－2916

多田　弘志 大久保町旦椋Iの７ 43－1697

中島　常幸 大久保町旦椋65の１府営丙大久俣団地14－210 43－0948

西岡　　弘 広野町成田１の６ 43－3190

橋本　義雄
大久保町旦椋76の１府

営西大久保団JIS 19－202 44-2817

花元ヒサ子 大久保町旦椋65の１府営西大久保団地16－102
43－0968

松井　和代 大久保町平盛91の１府営西大久保団地40－504 44－3819

実原　淑子 大久保町且椋76の１府営丙大久保団地19－102 44－2915

宮下　惣二 大久保町平盛６の5043－5016

森　富美子 大久保町山ノ内57 43-3259

山上　佳－
大久保町旦椋65の１府

営西大久保団地15－204
43－0793

主任児童委員

大田　俊子 大久保町南ノロ5の543－0815

中川　訓由
大久保町旦椋65の１府

営丙大久俣団地15-110 43－0922

皿麟

江口八重子懸河賜
加藤　尚子 伊勢田町若林25の７43－2707

木村　　稔 安田町大納言24 43－1017

白勢　富子 伊勢田町名木一丁目1の168 44－0860

角田　　昭 伊勢田町毛語24 41－7301

角田　丈夫 伊勢田町毛語100 41－7256

田畑　英孝 伊勢田町中山50の２41－7710

橋田　　清 伊勢田町ウトロ２の3943－8545

花房　悦子 伊勢田町中山15の2541－6673
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の
個
別
援
助
活
動
、
主
と
し
て
子
供
を
対
象
に
し
た
健
全
育
成
活
動
、

親
へ
の
子
育
て
支
援
と
い
う
三
つ
の
柱
が
あ
り
、
従
来
の
民
生
児
童
委
員
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
様
々
な
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
活
動
は
？

奈良　　智 宇治矢落68の10 22－5067

西野　道子 宇治大谷6の5 22－5868

林　　照子 折居台一丁目4の6 21－4973

福山　聖子 宇治戸ノ内36の4 21－2624

円尾　幸子 宇治矢落32の12 22－3608

六反田　瞳 折居台二丁目1の107 24－3348

主任児童委員

森居　律子 折居台二丁目1の62 23－7164

　言
青田宗太郎 広野町桐生谷15 41－6302

岩村　徳三 広野町東裏74の3 41－6894

大滝ノリエ 広野町寺山58の78 44－7059

大村　光子 広野町尖山4の20 46－2425

岡田　和子 広野町寺山115 41－7305

神谷　昭三 広野町東裏21の5 43－0198

谷　喜和子 広野町丸山3 41－6838

中村美都子 広野町寺山8の1 41－6805

長鳶　　宏 広野町一里山11の3 41－6661

長束登百子 広野町尖山4の236 43－3664

二宮　具子 広野町寺山29の2 43－2907

田中
-

一
戸嶋三
一
中村瑠
一
長谷川
一
福井
一
藤井
一
古川
一
堀士
一
松村
一
宮川
一
矢野
一
山中
一
山西

主任y
一
杉本
一
矢野千

゛躾　三万

浅野　靖子 宇治大谷29の14 22－2697

阿波田政巳 羽拍子町67の2 43－2464

岩中　照子 神明宮東85の9 22－0658

大嶋　洪道 神明石塚76の8 22－6714

大西　雅子 神明宮北50の9 24－4807

塩山　昌彦 開町40 43－4339

鈴木　妙子 羽拍子町56の40 43－3403

田中　荘介 天神台一丁目1の2 23－8756

田渕　但澄 神明石塚71の9 22－7338

辻橋　満雄 広野町大開112 43－5424

中村　明信 広野町小根尾i47の3123－8541

西岡　　香 開町21 43－3423

西垣　　－ 神明宮東89 21－2424

西村　武美 広野町小根尾9の3 43－2746

野村富美恵 広野町小根尾i38の17323－4488

橋本加代子 羽拍子町75の9・ 43－2468

林　　孝男 広野町尖山2の162 43－6424

丸山　良子 広野町小根尾74 43－2504

山崎　きみ 宇治蛇塚54の32 22－5356

吉田　正男 神明石塚21の17 22－2037

脇田　利夫 神明宮北31の8 43－6808

主任児童委員

白波瀬恵津子神明石塚77の18 22－4035

小林　康子 神明宮東102の8 22－6922

阿波田
一
大西
一
岡見
一
鬼界
一
小島
一
芝原
一
辻本
一
福井乃
一
藤井
一
松阪由
一
光島智
一
森田フ

主任y

梅村
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一
通
の
手
紙
か
ら
、
差
別
に
つ
い
て
考
え
る

　1948年（昭和23年) 12月lO日、第３回国m総会で「世界人権宣言」が

採択されたのを記念して、この日を「世界人権デー」と制定。わが国で

も12月４日から10日までを「人権週間」として、各地で人権を考える様々

な取り組みが進められています。人権は、私たちが幸せに生きていくた

めになくてはならないものです。一人ひとりが今一度、人権を尊重する

ことの大切さを見つめ直し、差別のない社会を実現させましょう。

　
同
和
問
題
啓
発
映
画
の
テ
レ

ビ
番
組
を
見
て
、
私
も
よ
く
似

た
道
を
歩
ん
で
き
た
の
で
、
ペ

ン
を
と
り
ま
し
た
。

　
私
は
十
八
歳
の
と
き
、
被
差

ト
平
成
七
年
度
京
都
府
人
権
擁
護
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
努
力
賞
　
広
野
中
学
校
二
年
　
山
本
那
津
子
さ
ん
の
作
品

別
部
落
出
身
で
な
い
人
と
結
婚

し
ま
し
た
。
夫
の
両
親
か
ら
ひ

ど
く
反
対
さ
れ
、
夫
は
勘
当
さ

れ
て
私
と
一
緒
に
な
っ
た
の
で
、

籍
は
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
子
供
が
で
き
て
、
だ
ん
だ
ん

と
夫
が
子
供
を
連
れ
て
家
に
遊

び
に
い
く
よ
う
に
な
り
、
私
と

の
こ
と
も
許
し
て
も
ら
え
る
と

信
じ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
め
で

し
た
。
そ
の
う
ち
、
夫
の
勘
当

だ
け
は
だ
ん
だ
ん
解
け
ま
し
た

が
、
子
供
を
連
れ
て
打
っ
て
も
、

私
は
家
に
入
れ
て
も
ら
え
ず
、

い
つ
も
外
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。

二
人
目
の
子
供
が
で
き
た
と
き

も
籍
を
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
三
人
目
の
子
供
が
で

き
、
上
の
子
供
が
小
学
校
に
入

学
す
る
の
で
、
夫
が
両
親
に
話

に
い
き
、
籍
だ
け
は
入
れ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
夫
の
妹
さ
ん
が

来
て
、
「
私
が
結
婚
で
き
な
い

の
は
、
あ
ん
た
の
せ
い
や
／
今

ま
で
み
た
い
に
家
の
敷
居
を
ま

た
が
ん
と
い
て
」
と
、
口
汚
く

の
の
し
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
離

婚
を
考
え
ま
し
た
が
、
そ
の
と

き
長
女
が
私
の
目
を
見
て
「
お

母
ち
ゃ
ん
、
私
た
ち
を
置
い
て

出
て
い
か
ん
と
い
て
」
と
、
涙

を
い
っ
ぱ
い
流
し
な
が
ら
言

っ
た
言
葉
を
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
、
私
も
三
十
四
歳
。
三
年

前
に
夫
の
父
親
が
亡
く
な
っ
た

と
き
も
、
ま
た
妹
さ
ん
の
結
婚

式
に
も
、
私
は
出
席
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
実
家
の
父
母
に
は

何
も
言
っ
て
な
く
、
私
か
い
ま

だ
に
夫
の
実
家
に
一
度
も
入
っ

た
こ
と
が
な
い
と
は
知
り
ま
せ

ん
。
老
い
た
父
母
に
悲
し
み
を

身
近
に
あ
る
差
別

　
こ
の
お
手
紙
を
読
ん
で
、
あ

な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。

　
「
幸
せ
に
生
き
た
い
」
「
愛

す
る
人
と
結
婚
し
た
い
」
。
人

が
人
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
、

だ
れ
も
が
自
然
に
持
つ
願
い
で

す
。

　
こ
う
し
た
願
い
を
実
現
す
る

た
め
に
、
「
世
界
人
権
宣
言
」

は
そ
の
第
一
条
で
「
す
べ
て
の

人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
自
由
で
あ
り
『
、
か
つ
尊
厳
と

権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
』

と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

わ
が
国
の
憲
法
も
、
す
べ
て
の

国
民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
り
、

社
会
的
身
分
や
門
地
に
よ
り
差

別
さ
れ
な
い
こ
と
、
結
婚
は
お

互
い
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て

成
立
す
る
こ
と
な
ど
を
、
永
久

に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
本

的
人
権
と
し
て
、
私
た
ち
に
保

障
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
人
権

が
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
お
手
紙
に
見
ら

与
え
た
く
な
い
の
で
す
。
父
母

は
、
私
の
家
に
年
に
三
度
ほ
ど

遊
び
に
来
る
ぐ
ら
い
で
、
三
人

の
子
供
は
私
の
実
家
に
行
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
場
所

を
知
る
と
、
遠
足
な
ど
の
と
き

に
『
こ
こ
が
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
る
と
こ
ろ
』
と
言
っ

た
り
す
る
と
困
る
か
ら
、
子
供

は
絶
対
に
連
れ
て
行
か
な
い
で

く
れ
」
と
、
夫
か
ら
も
言
わ
れ

ま
す
。

　
心
の
中
で
は
「
な
ぜ
同
じ
人

間
で
、
同
じ
血
が
流
れ
て
い
る

の
に
差
別
が
あ
る
の
ｙ
」
と
思

っ
て
も
、
夫
に
言
い
返
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
現

在
も
部
落
差
別
が
本
当
に
あ
る

か
ら
で
す
。
夫
は
「
世
間
の
人

た
ち
が
差
別
す
る
か
ら
、
僕
た

れ
る
よ
う
に
、
同
和
地
区
の
出

身
と
い
う
理
由
だ
け
で
差
別
さ

れ
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る

現
実
が
、
私
た
ち
の
社
会
に
あ

り
ま
す
。
部
落
首
別
岑
ほ
じ
め
、

い
か
に
多
く
の
差
別
が
私
た
ち

の
身
近
な
生
活
の
中
に
存
在
し
、

人
権
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い

る
か
に
、
ま
ず
気
づ
い
て
欲
し

い
の
で
す
。

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

　
「
女
の
く
せ
に
」
と
か
、
「
年

寄
り
の
く
せ
に
」
と
か
言
っ
た

り
、
そ
ん
な
言
い
方
を
聞
か
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

の
時
あ
な
た
は
ど
ん
な
態
度
を

取
り
ま
す
か
。
今
日
の
社
会
で

は
、
女
性
や
障
害
者
、
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
、

さ
ら
に
は
学
歴
や
肩
書
き
、
職

業
、
身
体
に
よ
る
差
別
な
ど
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
差
別
に
、
私
た
ち

は
こ
れ
ま
で
一
切
か
か
わ
り
が

な
か
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
差
別
を
他
人

も
の
家
族
を
守
る
に
は
お
前
の

被
差
別
部
落
出
身
を
隠
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
か
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
い
つ
も
話
し
て
い

ま
す
。

　
も
し
、
私
の
こ
と
を
実
家
の

父
母
が
知
っ
た
ら
、
「
今
す
ぐ

帰
っ
て
お
い
で
／
」
と
迎
え
に

く
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
三
人

の
子
供
と
離
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
私
さ
え
辛
抱
し
て
い

れ
ば
、
三
人
の
子
供
は
不
幸
に

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
家
族

を
大
事
に
守
っ
て
い
き
た
い
の

で
す
。

　
一
日
も
早
く
部
落
差
別
が
な

く
な
り
、
こ
れ
か
ら
結
婚
さ
れ

る
被
差
別
部
落
出
身
の
方
が
、

私
と
同
じ
体
験
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
と
と
し
て
で
は
な
く
、
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
自
覚
し
て

欲
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
私
た

ち
の
社
会
意
識
、
さ
ら
に
は
自

分
自
身
の
意
識
の
中
に
潜
む
差

別
意
識
に
気
づ
き
、
差
別
が
い

か
に
不
当
で
あ
り
、
人
権
を
侵

害
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ

て
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
何

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
一
人
ひ

と
り
が
真
剣
に
考
え
、
実
行
す

る
こ
と
な
ハ
切
で
ほ
な
い
で
じ
ょ

う
か
。

　
差
別
は
、
す
べ
て
人
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

つ
く
ら
れ
た
差
別
は
人
に
よ
っ

て
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
郡
響
な
く
し
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
実
現
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

人権週間記念講演会
◆講　　演　F生まれてきたことを喜び合える社会に」

　　　　　　　　作家　小林初枝さん

◆一人芝居「かきたいねん」

　　　　　　　　俳優　小林　泉さん

　12月５日（火）午後１時半～4時半

　　　　文化センター小ホール

　　　　　　　　　　　　罰間嘱闘■^i

*要約筆記あり。手話通訳を希望する人は事前に福祉総務課

　（a22-3I41内線2306､FAX22-7I17）へ申し込んでください。

　問い合わせ：同和対策室（内線2221）

人
権
特
設
相
談
所

1
2
月
７
日
（
木
）
に
開
設

　
城
南
人
権
擁
護
膏
§
選
会
、

京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
と

市
で
は
、
人
権
週
間
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
人
権
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
1
2
月
７
日
俐
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
・
木
幡
・
広

野
の
各
公
民
館

▼
相
談
内
容
・
：
○
差
別
や
嫌
が

ら
せ
を
受
け
た
　
○
名
誉
や
信

用
が
傷
忖
旨
れ
た
回
器
里
・

生
徒
が
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
れ

に
遭
っ
た
　
○
女
性
や
子
供
、

お
年
寄
り
が
虐
待
さ
れ
た
　
○

義
務
の
な
い
こ
と
を
強
制
さ
れ

た
　
○
騒
音
・
悪
臭
・
ば
い
煙

な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
○

離
婚
・
扶
養
・
相
続
な
ど
で
家

庭
内
が
も
め
て
い
る
な
ど
。

　
ま
た
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
の
自
宅
で
も
随
時
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

は
広
報
課
市
民
相
聴
悌
（
容
2
2
・

3
1
4
1
内
線
り
乙
０
７
９
）
Ｏ

氏･名(mm) 住　　　所 電　話

青山　一雄 宇治善法11の５ 21-4380

東　　重子 羽拍子町22 43－7723

飯塚　久子 木幡桧尾32の１ 31－8792

井戸田　侃 木幡熊小路４の８ 31－8489

金川　琢郎 南陵町1丁目１の116 23－3388

北川　　稔 伊勢田町毛語40 41－7260

柴田　定治 木幡平尾17の63 31－8883

谷口　武治 宇治宇文字11の12 21－4611

藤原　了孝 五ヶ庄大林43の１ 31－8532

前川　桂子 冤道丸山１の69 21－3458

562

見つめ直して。人権の大

切さ

1
2
月
4
日
～
1
0
日
は
「
人
権
週
間
」

あ
る
結
婚
問
題

　
こ
こ
に
掲
載
す
る
お
手
紙
は
、
井

之
上
綾
子
さ
ん
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）
が
制
作
さ
れ
た
同
和
問
題
啓

発
映
画
を
見
た
被
差
別
部
落
出
身
の

女
性
が
、
ご
自
身
の
体
験
と
重
ね
合

わ
せ
、
井
之
上
さ
ん
に
寄
せ
た
も
の
。

昨
年
の
「
同
和
問
題
を
考
え
る
市
民

講
座
」
の
中
で
、
講
師
の
井
之
上
さ

ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の

身
近
な
問
題
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
読
み

く
だ
さ
い
。
（
紙
面
の
都
合
で
、
要

旨
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
）
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■城南勤労者福祉会館の講座

　　〈料理教室〉t＞12月16日出・17

日(日)、午後１時～４時[＞参加費…

1500円[＞定員…先着24人　圃同館

(a46－0780)。

図書館

中央図m館

　　児童書テーマ展示

　　｢クリスマスの本｣

スポーツ

■青空キャンドル教室

　クリスマスに使うキャンドルを

作り、落ち葉でサツマイモを焼き

ます。C〉12月17日(日)、午前1)時～

午後３時、炭山キャンプセンター

(現地集合・解散)[〉対象…小学

生以上[〉参加費(昼食・材料ｲ戈)･‥

大人ia:X:)円、子供500円C〉定員…

先着50人[5112月11日(月)までに市

民体育課(内線2621)。

■トレーニング機器実技講習会

　[〉12月９日出、午後１時～３時、

黄槃体育館E〉対象…15歳以上(中

学生を除＜) [＞定員…先着so人[＞

参加費…1000円　1112月3日(日)午

前９時から同館へ。顔写真(3×

2.詐ン)が必要　回黄槃体育館

(容33-4001)。

講座・教室

■体育スポーツ指導者養成講習会

　[＞1月17日出・18日俐・23日(火)･

24日出･ 26日出、午後7時半~9

時半、中央公民館[＞対象…市内在

住か在勤で団体で体育・スポーツ

の指導者として活動している人か

これから指導者を目指す人[〉参加

費(資料代)･-2500円E＞定員…先

着50人圃市民体育課(内|叙621)。

なお、修了者は選考の上、宇治市

スポーツ指導員として認定します。

■もてなしのクリスマス料理教室

　[＞12月13日出、午前10時～午後

１時、生涯学習センター[〉内容…

もてなしのクリスマス料理づくり

[＞対象…18歳以上で市内在住か在

勤の人C〉参加費…250)円[〉指導…

市内料理店シェフ[〉定員…抽選で

24人　圃往復はがきに住所、氏名、

年齢、電話番号を書き、12月フ日

困まで(必着)に生涯学習センター

(宇治琵琶45の14、a22-0220)へ。

　クリスマスの本の展示と貸

し出しをします。12月27日閑

まで

　囲中央図書館a20－1511

公民館・青少年センター

・木幡公民館(332-8290)

　　〈木幡池の親子野鳥教室〉C〉12

月９日出・23日剛、午前10時～正

午[＞指導者…日本鳥類保護連盟専

門委員・中島愛治さん[＞定員…先

着親子15組。圃同館。

・広野公民館(341-7450)

　　〈お米を使った料理教室〉お米

を中心とした日本型食生活につい

て学びます。＞12月12日(火)、午前

９時半～午後２時[＞内容…お米に

ついての話と調理実習E〉定員…先

着25人国同館へ電話か来館で。

■小倉公民館(Q22-4687)

　　〈しめ縄づくり教室〉[〉12月19

日(火)、午前９時半～11時半か午後

１時半3時半[＞参加費…300円

E〉指導…小倉喜老会会員[＞定員…

先着各40人　[D同館へ電話か来館

で。〈お雑煮調理実習・試食会〉

各地方のお雑煮を楽しみます。D

12月21日困、午前10時～午後２時

E〉参加費…300円レ指導…食生活

改善推進員｢若葉の会｣[＞定員…

先着25人　圃同館へ電話か来館で。

・大久保青少年センター(雪44－

　7447)

　　〈チャレンジ広場〉[〉12月９日

出§内容…○体操教室＝午前９時

～10時○手づくり教室｢クリスマ

スリースを作ろう｣＝午前９時～

正午[〉参加費…200円[＞定員…先

着20人　回同センター○｢－輪車｣

｢バドミントン｣＝午前９時～正

午。〈版画教室〉[〉12月17日(日)、

午前９時～午後３時[＞対象…小・

中学生[〉内容…カレンダ＝や年賀

状づくりじ＞参加費…材料によって

70円～370円C＞定員…先着30人

回同館。くクリスマスお楽しみ

会〉に12月22日出、午後２時~4

時C〉対象…幼児～小・中学生E〉内

容…人形劇｢まほう使いの弟子｣

ほか。　〈おはなし会〉[＞12月13日

出・20日伽、午後３時半~4時E＞

対象…幼児～小学校低学年[＞内容‥･

絵本の読み聞かせ、紙芝居。

催し

■宇治市高齢者合唱団｢おおとり｣

　５周年記念演奏会

　t＞12月３日(日)午後１時半～、文

化センター大ホール[＞曲目…リン

ゴの歌、水色のワルツ、銀色の道

ほか回中央公民館(SJ20-1411)。

■新春お茶会(初釜)

　[＞1月フ日(日)~13日出、午前10

時～午後４時、市営茶室｢対鳳庵｣

[＞内容‥■香煎茶、濃茶、薄茶、点

心[＞参加費…300)円[〉定員…１日

50人、計350人　圃観光センター

(323－3334)、観光案内所(宇治

橋西詰、近鉄大久保駅)で前売り

券発売中。

■市営茶室「対鳳庵」茶室開き無

　料招待

　１月15日㈱の市営茶室「対鳳庵」

の開席初日に、濃茶、薄茶に抽選

で200人を無料招待します。回往

復はがき（はがき１枚に１人）に

住所、氏名、電話番号と参加希望

時間①午前９時半②10時15分③11

時④11時45分⑤午後Ｏ時半⑥1時

15分⑦２時⑧2時45分⑨３時半の

いずれかを書き、12月10日（日）まで

（消印有効）に市役所文化観光課

「対鳳庵無料招待」係へ　囲同課

（内線2224）。なお、市営茶室「対

鳳庵」の来年の開席期間は１月15

日～12月20日の毎日午前10時～午

後４時です。

■京都府看護協会講演会

　E〉12月９日出、午後２時～4時、

宇治公民館［＞テーマ…「最後まで

人生を明るく」＝グループ夕映え

主宰・夏地弥栄子さん［蔀建康医

療課（内線2332）。

■女性問題セミナー公開講座「国

　際交流パーティー」

　外国の女性の活動や生活、文化

の違いなどをティーパーティーを

通して相互に学びます。男性の参

加も歓迎。［＞12月13日伽、午後１

時半～４時、市役所大会議室C〉参

加費…200円　回女性政策室（内

線2091）。

■人権府民のつどい'95

　[＞12月１日出、午後１時半～、

京都産業会館シルクホール（京都

市下京区四条通室町東入）I〉内容

‥･○講演「世界市民」＝国連ボラ

ンティア名誉大使・中田武仁さん

　○人権啓発パネル・ポスター展

ほか回京都府府民労働総務課

（Q075-414-4212）。

歳末助け合い運動に

　　　　　　　ご協力を

　一人でも多くの人が明るい

お正月を迎えられるよう、ご

理解ご協力をお願いします。

　〈期間〉12月１日倒～31日(a)

回京都府共同募金会宇治地区支会

　(社会福祉協議会内S22-5650)

満1歳

になり

ました

　　多和田　葵ちゃふ

H6.11.10c／大久保町久保
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福祉・年金

■８年度保育所入所申請　準備は

　お早めに

　８年度の保育所入所申請の用紙

を市役所保育課と各保育所でお渡

ししています。受け付けは12月11

日(月)から。申請に必要な書類の準

備もお忘れなく。[回保育課(内線

2322)。

・在宅老人家族介護者教室

　E〉12月２日出、午後２時～３時

半、宇治明星園デイサービスセン

ター[＞テーマ…｢救急時の処置の

仕方｣[＞講師…東消防署職員回

当日午前10時までに同センター

(S23－6115)へ電話で。送迎を

希望する人は当日午後１時半に京

阪三室戸駅前に集合を。

‐身体障害者デイサービス｢料理

　教室｣

　＞12月11日圓、午前９時半～午

後１時半、総合福祉会館[〉対象…

市内在住で身体に障害のある'At＞

定員…先着20人C＞内容…お節料理

の一品に[＞参加費(材料代)･･■ 6

00円　回社会福祉協議会(S22－

5650、ファクス22－5654)。

■母子家庭の母と子の料理教室

　[＞12月９日出、午前10時~午後

２時、小倉公民館[＞参加費…500

円[*]母子会役員(母子福祉推進

員)囲福祉総務課(内線2307)。

国民年金保険料の納付は

便利な口座振替で

　申し込みは年金手帳か納付書、

預金通帳、印鑑を持って、口座の

ある金融機関（郵便局は除く）へ

　　圃国民年金課（内線2312）

　
　
「
ま
だ
十
分
使
え
る
が
、
も

う
使
わ
な
く
な
っ
た
…
」
そ
ん

な
品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
家
庭
で
眠
っ
て
い

る
も
の
を
別
の
家
庭
で
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
七
年

度
後
期
と
し
て
、
十
二
月
一
日

吻
か
ら
八
年
二
月
二
十
九
日
俐

ま
で
の
三
ヵ
月
間
害
釈
謳
す
。

譲
り
た
い
も
の
、
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
か
お
る
人
は
、
ど
し
ど

し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
用
に
な
っ
た
も
の

を
生
か
す
こ
と
が
目
的
で
す
の

で
、
無
償
か
、
で
き
る
だ
け
低

額
で
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
方
法

　
品
物
の
提
供
者
、
希
望
者
は

電
話
や
は
が
き
か
来
庁
で
セ
ン

タ
ー
へ
登
録
を
。

◆
登
録
項
目

　
①
品
名
・
型
式
・
規
格
・
品

質
な
ど
②
購
入
年
月
・
消
耗
程

度
③
希
望
価
格
④
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
連
絡
先
⑤
そ
の

他
の
希
望
条
件

◆
主
な
取
扱
品

　
家
具
、
電
気
製
品
、
楽
器
、

石
油
・
ガ
ス
器
具
、
ベ
ビ
ー
・

子
供
用
品
（
お
も
ち
や
貳
采
・

衣
類
を
除
く
）
、
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ジ
ャ
ー
用
品
、
一
般
家
庭
用

品
、
学
習
用
品
、
自
転
車
な
ど
。

再
利
用
の
価
値
が
あ
り
、
修
理

不
要
な
も
の
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
転
売
を
目
的
ぷ
葛
も
の
、

医
療
用
機
材
、
羊
術
品
、
食
品
、

生
き
物
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
要
素

の
あ
る
も
の
は
取
り
扱
い
ま
せ

ん
。

◆
品
物
の
取
引
方
法

　
提
供
、
希
望
の
条
件
が
ほ
ぼ

一
致
し
た
場
合
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
希
望
者
に
連
絡
。
当
事
者
間

で
話
し
合
い
、
原
則
と
し
て
希

望
者
が
引
き
取
り
、
結
果
を
セ

ン
タ
ー
へ
報
告
し
ま
す
。
な
お
、

故
障
・
欠
陥
・
そ
の
他
の
問
題

が
生
じ
た
場
合
は
、
当
事
者
間

で
解
決
を
。
市
は
一
切
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
。

◆
登
録
・
問
い
合
わ
せ

　
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー

（
宇
治
琵
琶
3
3
　
宇
治
市
商
工

課
内
、
容
2
2
・
3
1
4
1
内

線
り
’
｀
り
乙
１
８
）
○

リサイクル情報センター

　　322-3141内線2218

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

失
業
や
病
気
、
事
故
な
ど
で

生
活
に
お
困
り
の
世
帯
に
生

活
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

◆
貸
付
金
額
・
：
年
間
1
0
万
円

以
内
（
夏
期
・
冬
期
合
計
）

◆
貸
付
条
件
…
無
利
子
、
無

担
保
。
返
済
は
４
ヵ
月
据
え

置
き
後
、
2
0
回
丹
賦
で
。

◆
対
象
・
＝
1
2
月
２
日
現
在
、

市
内
に
６
ヵ
月
以
上
住
民
登

録
か
お
り
、
収
入
が
生
活
保

受
け
付
け
は
１
２
月
２
日
（
土
）
～
1
2
日
（
火
）

く
ら
し
の
資
金

冬
期
貸
し
付
け

護
基
準
の
１
・
＆
倍
以
内
で
、

冬
期
ボ
ー
ナ
ス
が
な
い
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）
。
す
で
に
こ

の
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
、
貸
付
金
額

の
半
額
以
上
を
返
済
し
て
い

る
こ
と
。

◆
申
し
込
み
・
・
・
1
2
月
２
日
出

～
1
2
日
㈹
に
地
区
の
民
生
児

童
委
員
に
相
談
の
上
、
申
込

書
に
住
民
票
謄
本
を
添
え
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
：
社
会
福
祉

協
議
会
（
0
2
2
・
5
6
5
0
）
。

情報

BOX

不用品、ありませんか

リサイクル情報センターを開

設
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よ
り
１
２
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C
N
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飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前9時～10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

■宇治こころの電話　午前９時～午後

　５時（土･日･祝日を除く）。青少年問

　題の悩みなどお気軽に。a24－0800．

■青少年相談　15日（到､午後１時～4時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～３

　時半、総合福祉会館。定員は１回につ

　き先着10人。社会福祉協議会S23－08

　57へ電話予約を。受け付け順に相談日・

　時間を決めます。

■心配ごと相談　毎週月･火･水･金曜、

　午前10時～午後３時。総合福祉会館。

　何でも相談。回］社会福祉協議会S23－

　0857o

■社会保険相談所　６日伽＝木幡公民館、

宇治市政だより 1995年（平成７年）12月１日発行（６）
iiniiiniiiiiniFiiiiiniiiitiiiiiiiiiiiiiiiriiniiiiiiniitiiriiiiiritiitiiriiriiiiiiiiiiiiniiiininiiiMMtMiiitiiiiiiiiririiiiiiiniiiiniinriinitiiiJtiiiiiiiiiiiiirii

　20日出=宇治公民館、午後１時半～4

　時。年金・健康保険など。回国民年金

　課(内線2309)。

■京都府交通事故相談　６日出･20日伽、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。囲同振興局登21－2049．

■暴力にかかわる困りごと相談　４日(月k

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。囲京都府

　暴力追放運動推進センター3075－451

　8930．

　市、社会福祉協議会では、こ

のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくはフ年度版

「市民カレンダーと手びき」をご

覧ください。

「平安京のゴーストバスター（陰陽師・安

倍晴明）」志村有弘著／角川書店

　盲e-華忿ヵヽ4=＼安京涼ffぎ

も、一歩闇の世界に入

れば、生霊、怨霊がは

びこり人々は常にたた

りを恐れていた。そん

な病んだ都を陰で支え

た陰陽師・安倍晴明の

生涯を史実と伝承を織

り交ぜ楽しく描いた本。

　　｢北極と南極(ビジュアル博物館･57巻)｣

バーバラ・テイラー著／同朋舎出版

　凍り付いた海や、不毛の地といった厳しい

環境に適応して生きる動植物などを、カラー

写真で分かりやすく解説しています。世界最

後の自然がそのまま残る２つの極地と、そこ

に住む動物や人間に関する一冊です。

　　「花物語」橋本治文／さべあのま絵／集英

社

　活字の達人・橋本治と漫画の才人・さべあ

のまが贈る14のショートノベル。小学生から

ＯＬまでの人生のほんのちょっとの瞬間と季

節の移り変わりとを、美しい文体とさわやか

なイラストで描いています。

　　｢パパとのぼった木I C. S.アドラー作／

岡本浜江訳／津尾美智子絵／文研出版

　愛するお父さんを突然、交通事故で失った

ことがどうしても信じられない11歳の女の子

ジェシカの物語。父の死を受け止め立ち直る

までの心の動きが痛いほど伝わってきます。

　「うごかしてあそぼう　おりがみのほん」笠

原邦彦企画・作図／織茂恭子絵・文／福音館

店　　　　しﾉ＼に………j乱;石乱::7……iy……=,:il::ﾌ

鳥や飛行機など卜=…

…==ﾐ,ご奥･Jがかにほ>V
Ml.ア游べぷ拓-I..秦:言ふー＞・＼こ‥
動かして遊べる折ｋ

り紙の作り方と、

その作品を使つた

はり絵や文も楽し

めます。一度、親

子でチャレンジし

ましょう。
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13日南

６日南

　　　　　　　いずれも午後３時半～４時

３歳以上の子ｲ共。読み聞かせ、紙芝居ほか

16日倒

　　　　　　　　　　　　　午後3時半～4時

子供から大人まで。主にストーリーテリング

564

　
休
養
で
健
康
づ
く
り

　
Ｏ
Ｌ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
対
象
に
し

た
調
査
で
は
、
五
人
に
一
人
が
過
労
死

の
不
安
を
感
じ
、
三
人
に
一
人
が
心
の

健
康
状
態
の
不
調
を
訴
え
て
い
ま
す
。

過
労
や
ス
ト
レ
ス
は
心
身
の
異
常
の
引

き
金
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
体
力
と
気
力
を
養
う
た

め
し
っ
か
り
「
休
養
」
を
と
り
、
健
康

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
の
た
め
の
休
養
に
は
、
心
と
体

を
ゆ
っ
く
り
休
め
て
疲
労
回
復
を
図
る

「
休
」
と
、
明
日
へ
の
英
気
と
健
康
能
力

を
蓄
え
る
「
養
」
と
が
あ
り
ま
す
。
休

養
だ
か
ら
と
い
っ
て
休
日
に
ゴ
ロ
寝
を

し
て
い
る
ば
か
り
だ
と
、
起
き
る
時
間

が
遅
く
な
り
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
翌

日
以
降
に
疲
れ
を
残
し
逆
効
果
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
も
、
休
養
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　
〈
休
養
に
つ
い
て
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
〉

　
・
規
則
正
し
い
生
活
を

　
・
自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
早
め
に
気
づ

　
・
気
持
ち
よ
い
目
覚
め
が
健
康
の
バ

　
・
入
浴
で
、
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ

　
・
旅
に
出
か
け
て
、
心
の
切
り
換
え

　
　
を

　
・
十
分
な
休
養
で
仕
事
の
能
率
も
ア

　
　
ッ
プ

　
次
回
は
、
上
手
な
休
養
法
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

健
康
め
も

保健・衛生・相談 図書館

あんな

こんな本

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

おはなし会 ■中　央

・束宇治

おはなし
たまてばこ ■中　央

12月のし尿収

集日程

　往白:六絵蔵4禾幡肖:笠ゲ注肖剪道袖t必笠数≒訃

　往宇治]傾倒噴妙策餌]僻聡::､21,1jJ

　　12/5 ・ 26 1 半白、東内、又振、山田、紅斎、志津川

n　12/7 ・ 28 1 乙方、山本、蔭山

　　　　　　　１戸ノ内、矢落(JR以北)、若森(J R以北)、

、　　　　　　｜丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(jR以西)、

ﾋ.12/13ヽ1/6 l東裏(JR以西と府道以南)、田原、旦椋、

　　　　　　　１井ノ尻、北ノ山、西裏

　　　　　　　ｉ蛇塚ヽ石塚(心華寺通り以西)ヽ寺山(J R&.西)ヽ

　　12/14､1/8 1 茶屋裏、久保(JR以西)、上ノ山、山ノ内、

　　　　　　　｜大竹、南ノロ、平盛

　　　　　　　ｌ弐番(府道以北)、池森､米阪､樋ノ尻、

　　　　　　　｜里尻(jR以北)、小桜､石塚(心華寺通り以東)、

割
12/15｀1/9 1 宮北一部ヽ寺山(JR以東)ヽ宮谷ヽ

゜　　　　　　ｉ尖山一部(4番地)、巾島、久保(J R&.東)　　・

)ヽ　　　　Ｚ　ｌ一里山(府道以北)、桐生谷(j R以東)、
　12/18､1/101東裏(J R以東の府道以北)、開町

　　　12/19　1宮東、宮西、宮北

　　　　　　　ｉ大谷、野神一部、小根尾、大開、
　　　12/20　1尖山一部(2 番地・６番地)

　　　　　　　１　　　　　　　１野神､大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

　　　12/21　i (府道以南)、矢落(JR以南)､若森(J R以南)、

S、　　　　　i金井戸、白川

　　　、　　１下居、善法、壱番、妙楽、蓮華、塔川、
　　12/1 ･22 1 里尻(j R以南)、宇文字

ﾄ………/｣1倉･伊勢田i横島･羽拍子･安田言……

12/4・25
南浦(30～33、ou～yo、100～110)、大京団地、
蓮池

12/5・26 山際

12/6・27
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、
西浦

12/7・28
老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、

西山(府道以東)、中畑、西畑

12/8・29 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

12/11・30

南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、

南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町

12/12､1/5 中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトロ

12/13､1/6

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、

北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、
若林一部

12/14､1/8 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

12/18､1/10

春日森、一ノ坪、島前、大町．

石橋(大川原線以西)、中川原(大川原線以西)．
大川原、東目川、西目川

12/19 南落合(0の通り～13の通り)

12/20
薗場(大川原線以北)、大幡､北内、門口、幡貫、
郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)

12/21
中川原(大川原線以東)、吹前(市営住宅除く)、
十一(大川原線以東・国道以東)、

十六(国道以東)、十八(国道以東)

12/1・22 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。
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